
年度 平成22年度実績
業種 農畜産物・水産卸売業

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 株式会社マルト商事 売上高 0.42780 kg/千円 100.0
2 株式会社丸中 売上高 1.16742 kg/千円 100.0
3 株式会社坂東商会 売上高 0.14530 kg/千円 100.0
4 株式会社カネトモ 売上高 0.00230 kg/千円 100.0
5 丸ひし有限会社 売上高 0.93895 kg/千円 100.0
6 株式会社名古屋食糧 売上高 0.18325 kg/千円 100.0
7 三重農協食品株式会社 売上高 0.29318 kg/千円 100.0
8 株式会社アスコ 売上高 0.44116 kg/千円 100.0 生ゴミ処理委託業者への定期訪問と意見交換。

9 有限会社丸市ミート 売上高 0.12191 kg/千円 100.0
10 つがるにしきた農業協同組合 売上高 2.62238 kg/千円 100.0
11 株式会社北泉 売上高 0.20601 kg/千円 100.0
12 広島魚市場株式会社 売上高 0.19828 kg/千円 100.0
13 株式会社佐賀農産 売上高 0.13145 kg/千円 100.0 傷んだ野菜を持ち込まない。

14 株式会社長印 取扱量 1.21186 kg/t 100.0
15 株式会社京山 加工元原料 40.21371 kg/t 100.0
16 株式会社福吉食品 製造量 261.37615 kg/t 100.0
17 セイケイ協同組合 製造量 261.66151 kg/t 100.0
18 （株）丸福商事 玄米（原料）投入量 0.10000 kg/kg 100.0
19 安堂畜産株式会社 売上高 0.24316 kg/千円 95.5

20 日本ハム株式会社 売上高 0.00066 kg/千円 94.3
発生部署ごと及び保管場所での分別について、部署別の教育（新人教育
を含む）を実施。廃棄物抑制について啓蒙のポスターを職場に掲示。再
資源化委託業者への立ち入りを実施し、現地確認レポートを随時作成。

21 アグリＫ・Ｃ熊本株式会社 搗精量 0.05105 kg/kg 87.2
22 株式会社宝幸 売上高 0.00002 kg/千円 86.5 他社との情報交換及びインターネットからの最新情報の入手。

23 南日本ハム株式会社 売上高 0.00046 kg/千円 83.8 食品循環物と容器包装の分別作業の促進により、食品循環資源量の増
加。

24 株式会社藤生 売上高 0.03423 kg/千円 83.5 食品循環資源の再生利用の必要性につき朝礼・会議等を利用し随時全員
に徹底を図っている。

25 株式会社蔵王ミート 売上高 0.06424 kg/千円 80.3 弊社社員に年３回　食品廃棄物分別研修を実施。年１回、再生利用の委
託先の見学会を実施。

26 協業組合本庄食肉センター 売上高 2.13616 kg/千円 76.7 自組合で発生した食品廃棄物等（汚泥）は、自組合敷地内で特定肥料の
製造に取り組み近隣の農家（除く畜産農家）に還元している。

27 カルビーポテト株式会社 売上高 0.03630 kg/千円 76.4 製品の生産計画より発生ロス量を予想し、適正な配送を実施。消滅型ご
み処理機の活用。

Ⅲ　食品リサイクル法に基づく定期報告の内容の一部を公表することに同意いただいた事業者の一覧

№ 事業者名
発生原単位

その他の食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

再生利用
等実施率
（％）

注1：　事業者名の順番は、再生利用等実施率が高い事業者順（同じ実施率の場合は、順不同）。

注2：　再生利用等実施率が、平成24年度までの業種別目標を達成した事業者について掲載。ただし、再生利用等実施率が最も高い事業者の方で、公表
　　 に同意されなかった方は掲載していません。
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28 富山促成青果株式会社 売上高 0.19117 kg/千円 73.4 21年度３月より農林水産省補助事業により導入した生ゴミ処理機の運転
を開始。

29 株式会社佐賀青果市場 売上高 0.01886 kg/千円 71.8
30 株式会社イスズフーズ 売上高 1.12817 kg/千円 70.0



年度 平成22年度実績
業種 食料・飲料卸売業

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 コカ・コーラセントラルジャパン株式会社 売上高 0.00223 kg/千円 100.0
2 みずほ米穀株式会社 売上高 0.47878 kg/千円 100.0

3 はごろもフーズ株式会社 販売重量 2.45107 kg/t 100.0
食品循環資源、食品残さ等利用の安全性確保の勉強会を実施　（飼料
化、分別等）。　環境改善委員会（社内組織）でリサイクルｱｯﾌﾟの取り
組み案を策定し実施。　飼料製造施設、畜産農家への視察。

4 株式会社中村屋 売上高 0.00483 kg/千円 95.7
5 シマダヤ株式会社 販売数量 0.16952 kg/千食 95.4
6 明治屋産業株式会社 売上高 0.00153 kg/千円 94.7
7 加藤産業株式会社 売上高 0.00030 kg/千円 91.7 食品再生利用事業者と連携し、当社から排出される食品循環資源の再生

利用実施の可能性について検討。

8 伊藤忠商事株式会社 売上高 0.00052 kg/千円 90.3
9 沖縄明治乳業株式会社 売上高 0.03232 kg/千円 88.7 再利用、再生利用可能な業者の選択及び適正処理実施状況につき監督を

実施。

10 株式会社富士エコー 売上高 0.00462 kg/千円 86.0
11 伊藤ハムデイリー（株） 売上高 0.00083 kg/千円 80.3
12 三菱商事株式会社 売上高 0.00039 kg/千円 70.2

Ⅲ　食品リサイクル法に基づく定期報告の内容の一部を公表することに同意いただいた事業者の一覧

№ 事業者名
発生原単位

その他の食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

再生利用
等実施率
（％）

注1：　事業者名の順番は、再生利用等実施率が高い事業者順（同じ実施率の場合は、順不同）。

注2：　再生利用等実施率が、平成24年度までの業種別目標を達成した事業者について掲載。ただし、再生利用等実施率が最も高い事業者の方で、公表
　　 に同意されなかった方は掲載していません。


